
サステナビリティ経営の実現を目指す森永乳業 

宮城県の県庁食堂にて 

乳製品を活用した減塩レシピを年間通じて提供 
 

「みやぎ健康 3.15.0（サイコー）宣言！」を応援します！   
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森永乳業株式会社（本社：東京都港区、社長：大貫陽一）は、「みやぎ健康 3.15.0（サイコー）宣言！」を掲げる宮城

県（知事：村井嘉浩）に協力し、2022年 7月より森永乳業の乳製品を活用した減塩レシピを、県庁食堂（運営会社：株

式会社魚国総本社）にて年間を通じて提供いたします。 
 

森永乳業は、コーポレートスローガン「かがやく“笑顔”のために」のもと、サステナビリティ経営の実現を目指し、

「『おいしいと健康』をお届けすることにより、豊かな“日常・社会・環境”に貢献し、すべての人のかがやく笑顔を創造し

続けます」というサステナビリティビジョンを掲げています。このサステナビリティビジョンの実現に向けた活動を推し進

めるべく、2022年 5月に「サステナビリティ中長期計画 2030」を策定しました。『おいしいと健康』 をお届けするための

商品の開発・販売、ライフスタイルをより良くするサービスの推進はもちろん、地域コミュニティとの共生を目指し、お客

さまの健康で幸せな生活に貢献したいと考えています。 
 

このたび、「みやぎ健康 3.15.0（サイコー）宣言！」を掲げ、県民一丸となった健康づくりを推進する宮城県に協力し、

森永乳業の乳製品を活用した減塩レシピを、2022年 7月より県庁食堂にて年間を通じて提供いたします。 

7月の提供レシピのテーマは“和食”。日本人にとって“和食”は欠かすことのできない食事スタイルですが、「塩分の

摂り過ぎ」や「カルシウムが不足しやすい」というデメリットも指摘されています。その“和食”の弱点を乳製品の「コク」や

「うま味」でおいしくカバーする減塩レシピをご採用いただきました。 

森永乳業は乳製品を活用した減塩レシピの提案、提供を通じ、宮城県民の健康課題解決に貢献してまいります。 

 

■「みやぎ健康 3.15.0（サイコー）宣言！」とは 

宮城県が脱メタボ県を目指し、「減塩あと 3g」「歩こうあと 15分」「めざせ受動喫煙、むし歯 0」の達成を目指す活動。 

※公式サイトはこちら： https://kenko-3150.jp/ 

 

■7月提供のメニュー 

【19日提供】                  【20日提供】                【使用する乳製品】 

牛乳のコクが楽しめる「ミルク親子丼」   衣がサックサク「ヘルシーとんかつ」  「森永のおいしい牛乳」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：Jミルク「乳和食サイト」 



■森永乳業グループのサステナビリティ経営 理念-活動体系図 

私たちは、あらゆるステークホルダーのかがやく“笑顔”のために、基盤となるコーポレートガバナンスをは

じめ、「食と健康」「資源と環境」「人と社会」という３つのテーマを軸に活動を行い、サステナビリティビジョンの

実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜森永乳業のサステナビリティ 詳細はこちら＞ 

https://www.morinagamilk.co.jp/sustainability/ 

 
 

以上 


